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東京都子供・子育て会議「第 36 回全体会議」の審議内容である「東京都子供・

子育て会議の運営について」および「東京都子供・子育て支援総合計画（第３期）

の中間見直しに向けた子供の意見を聴く取組」ついて、以下の通り事前意見を

申し上げます。 

 

１ 子供の意見を聴く取組について 

今回から子供・若者当事者２名が委員として参画されることとなり、「子供・

子育て支援総合計画」がより充実したものとなることを期待しています。一方

で、この２名の方の意見は、あくまでも個人としての一意見であると想定され

るため、子供・若者全体の代表としての責任を負わせることがないよう配慮す

ることが重要であると考えます。 

また、短期的な取り組みとしては、会議に向けた丁寧な事前レクチャーや、委

員２名と事務局の方との意見交換等の機会を設けることが大変重要であると感

じます。 

さらに、web やメールでのやり取りだけでなく、対面（Face to Face）の機会

を増やし、気負わずに参画でき率直な意見を発言できる雰囲気づくりや、気軽

に相談できる体制を整えるなどの工夫も必要であると考えます。 

中長期的な取り組みとしては、ジェンダーバランス（男性・女性それぞれの視

点）や多様な立場・背景を考慮した委員構成についても検討いただきたいと思

います。 

より良い会議体にしていくためにも、全ての委員による活発な意見交換の場

となることを望みます。 

 

２ 東京都子供・子育て会議の運営について 

今後の議論にあたっては、テーマを早めに提起するなど、会議の全体像を示

していただけるとありがたく思います。当日ご説明いただく資料については、

変更が生じる可能性はあることを前提としても、早めに共有していただき、委

員が十分に意見を伝えていくようにすることで、より良い議論の場になるので

はないかと思います。 

労働者・生活者の立場から、現場の実態をふまえ意見を述べさせていただき

たいと考えております。各種報告も含めて、事務局の皆様が様々な準備・調整に

ご尽力いただいていることは十分承知しておりますが、是非ともご検討いただ

けますと幸いです。 

 

以上 


